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論文内容の要旨
近年、各種改質アスフアルトの開発によりアスフアルト混合物の耐流動性は向上し、わだち掘れによる
舗装の破損件数が減り、ひび割れ、ポットホール、摩擦などのアスフアルトと骨材の付着に関わる破損の
割合が大きくなっている。アスフアルトと骨材の付着は、水の存在下で、輸荷重の繰返し作用を受けたとき
に起こるはく離現象によって弱められることが多いと考えられる。本研究では、アスフアルト混合物のは
く離抵抗性を評価する方法、はく離現象の発生機構と発生要因、はく離抵抗性を改善する方法について検
討した。
まず、第 1章では、本研究の目的と位置づけを述べた。
第2章では、アスフアルト混合物のはく離抵抗性を評価する水浸ホイールトラッキング、試験について、
従来の試験方法では排水性舗装混合物などの高はく離抵抗性混合物の比較評価に適用できないことを示し、
それを可能にする試験方法を提案した。
第3章では、その方法により、橋面舗装の水浸ホイールトラッキング試験を行い、橋面舗装におけるポッ
トホールはアスフアルト混合物のはく離により発生することを示すとともに、その発生を遅らせるための
アスフアルト混合物と、舗装構造の条件を見いだした。
第4章では、プラスチック粒混入によって耐流動性が高められた密粒度アスフアルト混合物について、
曲げひび割れ抵抗性とはく離抵抗性を検討し、ポリエチレンの粒を混入すると、耐流動性が高まるととも
にひび割れ抵抗性、はく離抵抗性が向上すること、また耐油性も向上することを見だした。
第5章では、 2層から成る床版上排水性舗装構造の水浸ホイールトラッキング試験を行い、排水性舗装
の耐久性には、上層の排水性、混合物のはく離抵抗性のみならず、下層の混合物および床版との境界の条件
が強く関係していることを見いだした。
第6章では、アスフアルト混合物のはく離抵抗性が使用する骨材により変化することから、骨材の表面
電位との関係を検討したところ、骨材の表面電位が低いほどアスフアルトとのはく離抵抗性が高まり、表
面電位により骨材の適性を評価できる可能性を見いだした。
最後に、第7章では、第2章から第6章で得られた結論をまとめた。
論文審査の結果の要旨
アスフアルト舗装では、骨材とアスフアルトを加熱混合して締め固めたアスフアルト混合物を用いる。
混合物中で骨材からアスフアルトがはく離すると、骨材が飛散してポットホールと呼ばれる穴が生じやす
くなる。はく離は骨材とアスフアルトの境界に水分が侵入すると進行しやすく、また同時に輪荷重の作用
を受けるとポットホールなどの原因となる混合物の破壊が生じやすいと考えられている。そのため、混合
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物のはく離抵抗性の評価には、湿潤状態で模擬輪荷重を繰り返して加える水浸ホイールトラッキング試験
が用いられるo しかし、現行の試験方法では、定量的評価が可能な混合物の範囲は限られ、開発されるべ
き高はく離抵抗性混合物の比較評価には適用できない。そこで、本論文では、高はく離抵抗性混合物にも
適用可能な水浸ホイールトラッキング試験の方法について検討し、その妥当性を確認するとともに、その
方法を用いて数種のアスフアルト混合物のはく離抵抗性を評価する実験を行い、はく離抵抗性を改善する
方法について考案している。
まず、従来の試験方法では、近年普及しつつある高粘度アスフアルトを用いた排水性舗装混合物など、
高はく離抵抗性混合物の評価が困難なことを確認するとともに、一定時間試験輪を走行させた後に混合物
中のはく離面積率を測定する従来の方法ではなく、試験輸の走行に伴って生じる混合物表面の変形量の経
時変化を混合物が破壊するまで測定して破壊までの走行時間を求めることにより、広い範囲のはく離抵抗
性を定量的に評価できることを見いだし、またそれを短い試験時間でも可能にする試験輪の走行速度を提
案している。次に、この試験方法により、橋面舗装におけるポットホールはアスフアルト混合物のはく離
によって発生することを確認するとともに、その発生を遅らせるためには、混合物の下の層との付着性を
高め、境界で滑りにくく、かっ水分が侵入しにくくする必要があることを明らかにした。また、混合物に
直径数mmのポリエチレンペレットを添加することにより、耐流動性とひび割れ抵抗性が高くなるだけで
なく、はく離抵抗性、さらに耐油性も向上することを見いだし、低品質の再生ポリエチレンペレットの用
途開発に役立つ知見を示している O さらに、排水性舗装の場合には、基層の混合物および床版との境界の
条件が通常舗装の混合物より重要になること、またアスフアルト混合物のはく離抵抗性が使用骨材の表面
電位に関係していることなど、舗装混合物のはく離抵抗性の改善に有効な知見を示している。
以上の研究成果は、アスフアルト舗装の耐久性を高めるために有用であり、舗装工学の発展に寄与する
ところが大きし、。よって、本論文の著者は、博士(工学)の学位を授与される資格があるものと認める O
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